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中学校生徒のみなさんから学ぶこと

校長　上原健治

澄みわたる青空と銀杏の黄葉の色彩りが､師走の訪れを感じさせる季節を迎えています｡先

日の展覧会には､多数のご参会をいただき､誠にありがとうございました｡

さて､昨年度から､二年間にわたって開運第二中学校･南町小学校と小中一貫教育グループ

研究に取り組んでいます｡このこともあり､開運第二中学校の生徒のみなさんや､卒業生がお

世話になっている貫井中学校の生徒のみなさんの学校生活の様子を見る機会があります｡私自

身､今までの教職経験の中で中学生と8年間､学校生活を共にしたこともあり､大変身近に感

じ関心も深いこともあり､特に､印象に残っていることを紹介します｡

①10月29日(水)､貫井中学校合唱コンクール､開会式､全校生徒の礼の清々しさ､練馬文化

センタ一大ホール一杯に響く挨拶､大ホール中央に座っていた私は､思わず身震いがするほど

の清々しさを感じました｡各学年の課題曲･自由曲を合唱する姿勢には､中学生ならではの着々

しさと無限の可能性を感じとることができました｡

②11月10日(月)､開進第二中学校生徒会3名と顧問の先生が､本校

の全校朝会時､自校生徒会で取り組んでいる活動｢開進第二中学校思

いやり宣言｣を分かりやすく溌刺とした姿勢で紹介をしてくれました｡

本校児童たちは､制服に身を包んだ先輩に憧れをもって真剣にその話

を聞いていました｡同時に､小中一貫教育グループ研究で取り組んで

きたことが､生徒･児童間で実際に効果として表れていることに嬉しさを感じた時間でした｡

③中学校の部活動参加時でも全校朝会での中学生の話でも､本校の児童たちは､大変興味をも

ち参加したり話を聞く姿がみられます｡その背景には､中学生-の興味･憧れ､自らの中学校

への期待が内在していることを実感しています｡

小学生の頃､この子は中学生になったらどうなるんだろうと心配した子が､数ヶ月後､数年

後､中学校の学校生活で一生懸命取り組んでいる姿をみた時､時や場によって､なかなか本人

には伝えられないことが多いですが､ ｢成長しているなあ｣と嬉しさ以上に目頭が熱くなる思い

にかられる時があります｡

中学校生徒のみなさんの活躍の様子をみて､改めて､小中･幼保小の連携の大切さの本質を

見失わないように､今後､取り組んでいこうと考えているところです｡

i (i)本校HP(ホ-ムペ-ジ)閲覧のおすすめ

; ･展覧会の児童作品写真(トップページ上段､写真)､今日の給食､向山小の小さな自然､教

i育活動▼項目､学力向上を図るための全体計画等､適宜､更新していますoぜひご覧くだ
l　さい｡

I　(2) ｢ねりま小中一員数脊フォーラム｣開催のお知らせ

I　①日時　平成27年1月23日(金)13:45-16:00　②会場　練馬文化センター小ホール

I　③内容　第-部　小中一貫教育研究グループ･実践校･小中一貫教育校の発表

※開進第二中学校･南町小学校･本校で二年間取り組んで

きた研究内容も発表を予定しています｡

第二部　シンポジウム

※開催の申し込み等は､別紙資料をご参照願います｡
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生活目標　　｢学校をきれいにしましょう｣

あいさつ目標｢『ありがとう』言えばとってもいい気持ち

言われればもっといい気持ち｣

保健目標｢風邪の予防に努めよう｣

給食目標｢あいさつをきちんとしよう｣

平成26年12月行事予定 

1 剏� 劍A合音楽鑑賞教室(5年)マラソン週間(～12/12) 

2 刮ﾎ 剩��P練(煙体験)委員会活動 

3 剞� 刹ｳ育会一斉研究会(午前授業) 

4 剿ﾘ 刹謗浮ﾝかき指導(3年) 

5 剽ﾟ 剋ﾐ会科見学(6年) 

:e∴ 舒ﾈｼ�ｹﾒ���

8 剏� 剞�j時程クラブ活動 

9 刮ﾎ 剋ﾐ会科見学(5年) 

10 剞� � 

ll 剿ﾘ 刄hリームハッピー準備 

12 剽ﾟ 刄hリームハッピー前日準備 

13 剴y 刄hリームハッピー(4時間授業) 

∴華鷲 � �� 

15 剏� 剏ﾂ人面談①(午前授業) 

16 刮ﾎ 剏ﾂ人面談②(午前授業) 

17 剞� 剏ﾟ前授業研究授業(6年) 

18 剿ﾘ 剏ﾂ人面談③(午前授業) 

19 剽ﾟ 剏ﾂ人面談④(午前授業) 

総一二三 ��hｼ���ﾂ�亦���

メ/ノi一 

22 剏� 剏ﾂ人面談⑤水曜時程 

:23: 剋O三獲i三 剋ｽ襲鷲幾熊/i了i 

24 剞� 剔蜻|除 

25 剿ﾘ 剴~季休業目前最終登校日給食終 

26 剽ﾟ 剴~季休業日始 

纏 �� 勍一一三_-i- ∴-∴-∴∴ 

鸞 末侭ﾙｲ� �?｣｢�∴∴ 

29 剏� � 

30 刮ﾎ � 

31 剞� � 

5･6年生外因篇活動

5 ･ 6年生で行っている外国語活動は.外

国語に償れ親しみ.英語でのコミュニケーシ

ョンを楽しむことをねらいとしています｡

子供たちは.舌の位置や口の開け方に気を

付けて発音したり.歌を歌って単語を覚えた

りと興味をもって活動をしています｡

単語や会話を覚えると楽しくなるのがゲ
ームの時間｡同じカードの子を見付けるペア

探しや､ペアでキーワードを正しく聞き取る

のを競うキーワードゲームなどはとても盛

り上がります｡友達と会話をするときは

Hello! Howareyou?から始まり.グループ

ゲームのときに行うじゃんけんのかけ声は

もちろんRock,sissors.paper. 1 2 3 I

とにかく話して.使ってみようとする姿が

あります｡授業を通して楽しみながら実話を

身に付けていってほしいと思います｡

外国語活動担当　瀧田　幸
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電車借倒のドリームハッピー

向山小の特色ある活動のひとつに､たて

わり班活動があります｡そのたてわり班の

活動で最も大きな行事がこのドリームハ

ッピーです｡

お店屋さんごっこを通して､全学年がそ

れぞれの役割に積極的に取り組み､協力す

ることを目標として行います｡また､最高

学年である6年生が各班の中心となり.異

学年でペアを作り準備から片付けまで児

童が主体的に取り組みます｡今年度は､ 4

年生と5年生のリーダーも決め､上学年と

して下学年をリードしていきます｡

ゲームのルールを工夫したり､ 3 0秒

CMやポスターで宣伝をしたりして､それ

ぞれの班がお店を楽しくし盛り上げます｡

なお､児童が校舎内を移勤しまずので､

保護者の方の参観･参加は行いません｡ご

了承ください｡

特活部　松本　晃和


